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59　　2．D．。．y．2．【F．18】fL。。，．e．D－。Lvc．。．への2．d．．．．．2－

【F－18】fLuere－D－＿s●の混入について

　　石渡喜一、井戸達雄、岩田錬（東北大、サイクロ）

　　申西博昭（島津製作所）

　ポジトロントモグラフィによる糖代謝評価における

有用性から、多くの【F－18】FOG合成法が開発されてきた。

trt－0－acetvしgLucaL（TA6）とIF－18】F2．あるいは【F－18】

AcOFにより合成した【F－18】FOG中の2－d●。xソー2－【F－18】

fLuer●－D－menn。s●（【F－18】FDM）の混入を検討した。

定量は、【F－18】FDGをアセチル化し、シリカゲルカラ

ムを用いるHPLCにより行なった。結果を下表に示す。

（A）及び（B）は自動合成装置により、（C）は【F－18】FDG

をHPLCにより分取した。　CCし3F中、気相【F－18】AeOFeこよ

る反応が最も望ましいことがわかった。

60　　糖代謝トレーサとしての［1－1　b吸び

【∪－lb】グルコース及uti　8　FDGの比較

　石渡喜一、三浦由香、川島孝一郎、今掘良夫、

　谷内一彦、門間稔、高橋俊博、井戸達雄（東北大

　サイクロ）
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ポジトロントモグラフィーによる脳、心あるいは腫よ

うなどの糖代謝の評価には、グルコース（GLc）及びデオ

キシグルコース等が利用されている。今回、化学合成
法による【1－11C】GLc、及び光合成法による【U－11C】Gしc

のラットにおける代謝動態を、■器分布及び多重オー

トラジオグラフィー（AR6）法により検討し、あわせて

18FDGと比較した。

　【1－1b】GLcの脳への集積は、【U－llC】GLcに比べ顕著

に高く、より長く維持される傾向があった。他の臓器
では肝での【1－i　ic　）Gし。の集積が高いほかは、心を含め

ほぼ同様の時間分布を示した。また、この臓器分布を

反映して【U－11C】GLcの場合は、呼気への　CO2の排出

が投与直後から高値を示した。【U－11C】及び11－14C】

Gし。による二重ARGでは、【1－i℃】GLcの脳内各部位への

集積の違いは、【U－11C】Gしcより強綱された。また、60

分後の【1－1‘C】GLcの脳内各部位への集積は、　i8FDGの集

積とは多少異なった。心においては、18FO6の集積が著

しく高いものの、t1－14C】及び【U－11C】Gt。の代謝動態

には、ほとんど差は認められなかった。

61　　糖蛋白質トレーサー2－D，。xy－2－〔18F〕

F｜uoro　L　Fucoseの腫瘍における生化学的検索と有用性

　　今堀良夫（京都府医大脳外），井戸達雄，石渡喜一，

　　高橋俊博，門間　稔，四月朔日聖一，谷内一彦，

　　三浦由香（東北大サイクロトロン）

　糖蛋白質代謝に関連のある糖質L－fucoseのanalqgue

である2－deoxy－2－〔18F〕fluoro－　fucoseを合成し，ラ

ット移植腫瘍（EA　285s／c，　EL－4，　AH　109A）で生

化学的検索を加え，その有用性を検討した。Rat

glioma　cellのin　vivoでのuptakeを経時的変化とし

て調べた。また腫瘍組織の代謝産物をHPLC，　TLC

により分析し腫瘍での代謝を検討した。速かな血中RI

減少に比し腫瘍への高い取り込みを認めた。in　vivo

でRI投与後．過塩素酸処理したhomogenateのactivi－

tyの97％が可溶性分画に認められた。　HPLCにより

可溶性分画は二つのpeakを示した。　L－fucoseは糖蛋

白質の複合糖質の末端に組み込まれ細胞膜に重要な役

割を果す。また体内に投与されても他の単糖類とは異

なり．相互変換はなく糖蛋白質だけに取り込まれる。

この様に明解な代謝経路を有するが、18FDFの経路は明ら

かではなかった。しかし本実験で腫瘍組織や肝など糖蛋白

質代謝のtum　overの速い臓器では，陰イオン性を有する

代謝物を生じ、糖蛋白質代謝を反映していると考えられ，

ポジトロン放出核種として腫瘍診断への応用が期待される。

62　　　18ド利用標船成装櫨の開発

　　在間直樹（東京ニュークリア・サービス）入江俊章，

　　福士滴．山崎統四郎（放医研）西原善明（住友重機械）

　　　　　　　　　　18　　　18　　　　　　　　　　　F標識化合物合成が注目されてい　　　　F一を利用した　近年，

　　　　　　　　　　　　　　　　　18　　　　　　　　　18　　18　　　　　　　　　　　　　　　　　　F生産においては　　　　　　　　　　F反応を利用した　　　0（P．n）るが．

高価な180濃縮水の回収・再利用が不可欠となる。そこで我々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18　　18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F標識化合　　　Fから調製されるフツ素化試薬を利用したは、

物の合成と180濃縮水の回収を目的とした装置を開発した。

　装置本体は、18F一を含むターゲット水を導入して蒸溜した

のちK18卜／クラウンエーテルなどのフッ素化試薬の調製と、

18卜標識化合物を合成することのできるヒーター付テフロン製

反応器．翻された180蘭水齢却酬する冷却器・醐弁

などから構成される。また、別置のコントローラにより遠隔操

作が可能である。

　本装置を用いることにより効率良くフッ素化試薬を調製する
とともに．180濃縮水をmm性良く回脈きた．さらに、18F

－

6．フロロプリン．18F－6一フロロベンジルプリンを合成した

のであわせて報告する。
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